
認
知
症
予
防

元
気
な

う
ち
か
ら

　
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
自
立
し
た
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、認
知
機
能
低
下
を
予
防
し
、

認
知
症
の
発
症
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
運
動
や
栄
養
、
睡
眠
な
ど
の
規

則
正
し
い
生
活
習
慣
と
社
会
的
交
流
や
趣
味
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
が
認
知
機
能
低
下
を

予
防
す
る
助
け
と
な
り
ま
す
。
市
内
で
、
認
知
症
予
防
に
取
り
組
ん
で
い

る
教
室
を
紹
介
し
ま
す
。

週
１
回
の“
楽
し
み
”の
ひ
と
つ

脳
活
い
き
い
き
教
室

　

教
室
で
は
、
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
、
昨
日
の
出
来
事
の
ふ
り
か
え
り
発

表
、
体
操
や
リ
ズ
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

認
知
機
能
向
上
ゲ
ー
ム
な
ど
参
加
者
同

士
の
交
流
や
脳
と
体
を
同
時
に
使
い
、

認
知
症
予
防
に
効
果
の
あ
る
取
り
組
み

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
週
１
回
の
こ
の
教

室
が
楽
し
み
で
待
ち
遠
し
い
」「
毎
日
し

て
ほ
し
い
ほ
ど
、
楽
し
い
」「
こ
ん
な
教

室
が
市
内
の
各
地
で
で
き
た
ら
い
い
の

に
」
と
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
い
る

と
い
う
声

が
聞
け
ま

し
た
。

　

認
知
症

予
防
に
は
、

生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
積
極
的
に
外
に
出
て
、
い
ろ

い
ろ
な
人
と
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
毎
回
同
じ
課
題
を
こ
な
す
の
で
は

な
く
、変
化
を
つ
け
た
取
り
組
み
や
個
々

の
能
力
を
高
め
る
た
め
の
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
楽
し
く
脳
を
刺
激
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
市
の
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
モ
デ
ル
的
に
信
楽
地
域
で
の
脳

ト
レ
を
進
め
て
い
ま
し
た
の
で
、
丸
岡

区
で
は
、
毎
週
木
曜
日
の
１
０
０
歳
体
操

後
に
※

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
や
認
知
機
能
向
上

ゲ
ー
ム
な
ど
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が

あ
る
取
り
組
み
を
は
じ
め
ま
し
た
。
最

初
の
３
カ
月
は
、
保
健
師
の
方
も
入
っ
て

い
た
だ
き
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
教
室
を
進
め
ら
れ

ま
す
。

　

脳
ト
レ
は
、
少
し
ず
つ
で
も
継
続
し
な

け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
、
週
に
１
回
で
も
地
域
の
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
楽
し
く
で
き
る
よ
う
ゲ
ー
ム
も

自
分
た
ち
で
創
意
工
夫
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
女
性
の
参

加
者
ば
か
り
な
の
で
、
独
自
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
し
全
戸
配
布
や

集
会
所
で
掲
示
す
る
な
ど
周
知
し
て
い

ま
す
。
も
っ
と
参
加
者
が
増
え
地
域
の

ふ
れ
あ
い
が
広
が
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
教
室
で
し
た
こ
と
を
家
庭
に
持

ち
帰
り
、
家
族
と
す
る
な
ど
日
常
の
生
活

の
中
に
簡

単
に
で
き

る
認
知
症

予
防
の
取
り

組
み
を
実
践

で
き
る
き
っ

か
け
づ
く
り

に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

脳活いきいき教室
A

場所◦�ＮＰＯみなくちデイサービ
スセンターサテライトなごみ
（水口町高塚 2-36）

お住まいの地域◦
　水口・土山・甲賀・甲南地域
日時◦毎週金曜日　１０時～１５時

B
場所◦�ＮＰＯしがらきデイサービスセ

ンター（信楽町江田 66-4）
お住まいの地域◦信楽地域
日時◦毎週水曜日　１０時～１５時

◦参 加 費◦
１１５０円 /回

（参加費、昼食・おやつ代込み）

※両地域とも送迎あり
※�参加希望者は、お住まいの地域
包括支援センター（Ｐ３参照）に
問い合わせください。

地
域
で
広
げ
よ
う
「
脳
ト
レ
」

　
脳
ト
レ
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受
講

さ
れ
た
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
開
催
し
て
い
る

「
地
域
脳
ト
レ
教
室
」
で
話
を
聞
き
ま
し
た
。

丸
岡
区
地
域
脳
ト
レ
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
伊い

と
う東　

政ま
さ

江え

さ
ん
（
左
）

　
長な

が
さ
き崎　

和か
ず
み美

さ
ん
（
右
）

インタビュー

ＮＰＯ法人　みなくち
理事長　堀井　とよみさん

認知症の人と実際に接する 
ことで “ 認知症を知る ”
　オレンジカフェは、平成２８年７月から

水口と信楽のデイサービスセンター内で始めました。利用者

は、認知症の人やその家族をはじめ地域の人も自由に参加

できます。１回に１５人～２０人程度参加しており、交流の場で

あるカフェ以外にも「自宅で簡単にできる認知症予防講座」

も行っています。

　オレンジカフェの狙いのひとつに、地域の人に認知症を

知ってもらうことがあります。カフェに参加してもらうこと

で、実際の認知症の人と関わり、スタッフの対応等を見てい

ただくと認知症の人への接し方もわかってきます。ここは認

知症の人が多く利用されるデイサービスセンターのため、カ

フェにはボランティアスタッフとして専門職にも関わっても

らっています。だからこそ、認知症のことをあまり知らない

人に知ってもらう機会を作ったり、認知症の家族の困りごと

の相談を受けたりすることもできます。

　カフェでは、スタッフの子どもも手伝ってくれています。普

段は落ち着かずに歩き回る人も、子どもと過ごすことでお話

しに夢中になるなど利用者に人気のお子さんです。子どものときから認知症の人と接することで、地域

に認知症の人がいても自然に対応できると思います。

　認知症の人がご家族におられないと認知症について知らないことや理解できないこともたくさんあり

ます。だからこそ、オレンジカフェで認知症の人だけでなく、地域の人も来ていただき認知症に対して

正しい理解をし、地域みんなで認知症の人を温かく見守り、サポートできたらと思います。

　◦驚かせない、急がせない、自尊心を傷つけない
　◦おだやかに、はっきりした話し方で
　◦余裕をもって穏やかな気持ちで対応
　◦�声をかけるときはできるだけ１人で、後ろから声
をかけない

　◦間違いを無理に正さない
　◦失敗を責めたり命令したりしない
　◦�生活パターンを観察し、事故防止などに早めの
対応をする

みんなが集い“認知症を知る”

オレンジカフェ
　認知症の人やその家族、地域住民等が気軽に集い、専門家
のアドバイスを得ながら、認知症状の悪化防止、交流や情報
交換などができる活動の拠点です。

みんなが集い“認知症を知る”

オレンジカフェ

喫茶「オレンジ」
　認知症の人やその家族、地域の人が
一緒に集う場です。来られた人が笑顔で、
楽しい雰囲気で過ごせる場をめざし、水
口町と信楽町のデイサービスセンター内
で開催しています。

A
開催日◦�１１月１８日・１月２０日・３月２４日

（全て日曜日）
時　間◦１０時～１２時
場　所◦ �NPOみなくちデイサービスセ

ンター内（水口町京町７‐５）

B
開催日◦１２月１６日・２月１７日（全て日曜日）
時　間◦１０時～１２時
場　所◦�ＮＰＯしがらきデイセンター内

（信楽町江田６６‐４）

◦参 加 費◦
飲み物券　１枚　１００円

セット券（お菓子＋飲み物）３００円

●問い合わせ●　ＮＰＯ法人みなくち
☎６２‐２８８０　担当：堀井

インタビュー

認知症の人への接し方・主なポイント

▲ラダーを使って運動する参加者

▲子どもスタッフと談笑する参加者

▲認知機能向上ゲームに取り組む参加者

※
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
…
運
動
に
頭
の
体
操
を
加
え
た
取
り
組
み
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